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平成２２年第５回片品村議会定例会会議録第１号 
 
議事日程 第１号 

平成２２年９月７日（火曜日）午前１０時開議 
 
第 １ 会議録署名議員の指名 
第 ２ 会期の決定 
第 ３ 諸般の報告 
第 ４ 議員派遣 
第 ５ 一般質問 
第 ６ 議案第４１号 片品村税条例の一部を改正する条例について 
第 ７ 議案第４２号 片品村過疎地域自立促進計画の策定について 
第 ８ 同意第 ４号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任について 
第 ９ 認定第 １号 平成２１年度片品村一般会計歳入歳出決算の認定について 
第１０ 認定第 ２号 平成２１年度片品村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 
第１１ 認定第 ３号 平成２１年度片品村老人保健特別会計歳入歳出決算の認定につい 

て 
第１２ 認定第 ４号 平成２１年度片品村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 
第１３ 認定第 ５号 平成２１年度片品村営観光施設事業特別会計決算の認定について 
第１４ 認定第 ６号 平成２１年度片品村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい 

て 
第１５ 認定第 ７号 平成２１年度片品村下水道事業等特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 
第１６ 認定第 ８号 平成２１年度片品村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 

について 
第１７ 報告第 ２号 財政の健全化判断比率等について 
第１８ 議案第４３号 平成２２年度片品村一般会計補正予算（第２号）について 
第１９ 議案第４４号 平成２２年度片品村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に 

ついて 
第２０ 議案第４５号 平成２２年度片品村老人保健特別会計補正予算（第１号）につい 

て 
第２１ 議案第４６号 平成２２年度片品村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）に 

ついて 
第２２ 議案第４７号 平成２２年度片品村営観光施設事業特別会計補正予算（第２号） 

ついて 
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第２３ 議案第４８号 平成２２年度片品村介護保険特別会計補正予算（第１号）につい 
て 

第２４ 議案第４９号 平成２２年度片品村下水道事業等特別会計補正予算（第１号）に 
ついて 

第２５ 議案第５０号 平成２２年度片品村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
について 

 
─────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 
第 １ 会議録署名議員の指名 
第 ２ 会期の決定 
第 ３ 諸般の報告 
第 ４ 議員派遣 
第 ５ 一般質問 
第 ６ 議案第４１号 片品村税条例の一部を改正する条例について 
第 ７ 議案第４２号 片品村過疎地域自立促進計画の策定について 
第 ８ 同意第 ４号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任について 
第 ９ 認定第 １号 平成２１年度片品村一般会計歳入歳出決算の認定について 
第１０ 認定第 ２号 平成２１年度片品村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 
第１１ 認定第 ３号 平成２１年度片品村老人保健特別会計歳入歳出決算の認定につい 

て 
第１２ 認定第 ４号 平成２１年度片品村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 
第１３ 認定第 ５号 平成２１年度片品村営観光施設事業特別会計決算の認定について 
第１４ 認定第 ６号 平成２１年度片品村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい 

て 
第１５ 認定第 ７号 平成２１年度片品村下水道事業等特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 
第１６ 認定第 ８号 平成２１年度片品村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 

について 
（日程第９から日程第１６まで一括上程） 

第１７ 報告第 ２号 財政の健全化判断比率等について 
第１８ 議案第４３号 平成２２年度片品村一般会計補正予算（第２号）について 
第１９ 議案第４４号 平成２２年度片品村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に 

ついて 
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第２０ 議案第４５号 平成２２年度片品村老人保健特別会計補正予算（第１号）につい 
て 

第２１ 議案第４６号 平成２２年度片品村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）に 
ついて 

第２２ 議案第４７号 平成２２年度片品村営観光施設事業特別会計補正予算（第２号） 
ついて 

第２３ 議案第４８号 平成２２年度片品村介護保険特別会計補正予算（第１号）につい 
て 

第２４ 議案第４９号 平成２２年度片品村下水道事業等特別会計補正予算（第１号）に 
ついて 

第２５ 議案第５０号 平成２２年度片品村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
について 

（日程第１８から日程第２５まで一括上程） 
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議長（入澤登喜夫君） ただいまから、平成２２年第５回片品村議会定例会を開会します。 
本日の会議を開きます。 

 
     午前１０時０５分  開会 

─────────────────────────────────── 
日程第１ 会議録署名議員の指名 

 
議長（入澤登喜夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、８番 髙橋正治君及び１０番 

吉野 勲君を指名します。 
─────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

 
議長（入澤登喜夫君） 日程第２、会期の決定の件を議題にします。 
お諮りします。 
本定例会の会期は、本日から９月１７日までの１１日間にしたいと思います。 
ご異議ありませんか。 
     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） 異議なしと認めます。 
したがって、会期は、本日から９月１７日までの１１日間に決定しました。 
─────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

 
議長（入澤登喜夫君） 日程第３、諸般の報告を行います。 
 去る９月３日に観光産業常任委員 萩原日郎君から常任委員会所属変更申出書が提出さ

れ、会議規則第７条第３項の規定により、同日これを許可したので、報告します。 
 また、委員会条例第７条第１項の規定により、お手元に配付してあります名簿のとおり

総務文教常任委員に選任したので、併せて報告します。 
次に、議員派遣の件を報告します。 
お手元に配付してあります議員派遣報告書のとおり報告します。 
─────────────────────────────────── 

日程第４ 議員派遣 

 
議長（入澤登喜夫君） 日程第４、議員派遣の件を議題とします。 
 お諮りします。 
議員派遣の件については、会議規則第１２２条の規定により、お手元に配付の議員派遣
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書のとおり派遣することにしたいと思います。 
ご異議ありませんか。 
     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） 異議なしと認めます。 
したがって、議員派遣の件は、議員派遣書のとおり派遣することに決定しました。 
次に、お諮りします。 

  ただいま決定された議員派遣の内容に、今後変更を要するときは、その取扱いを議長に
一任願いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議員派遣の内容に今後変更を要するときは、その取扱いを議長に一任する

ことに決定しました。 
─────────────────────────────────── 

日程第５ 一般質問 

 
議長（入澤登喜夫君） 日程第５、一般質問を行います。 
通告に基づき、順番に発言を許可します。 
５番 笠原耕作君。 
     （５番 笠原耕作君登壇） 
 
５番（笠原耕作君） はい、５番。 
 それでは通告書に基づき、一般質問を行いたいと思います。 
 教育長には就任されて以降、片品村教育振興基本計画の策定に当たり、精力的に各地区

別の懇談会をされ、様々な意見を聞いてこられたと思います。そこでお聞きいたします。 
 今後、少子化が進む中での学校教育への対応は、どのように考えておられるのか。 
 次に、小・中学校でのスキー教室を増やすことができないか。 
 といいますのも銚子との交歓会等で、地元の子供さんの中にもスキーのできないお子さ

んもいると聞き及んでおります。スキー教室を増やすことで、そういったことが解消でき

ないものかということでございます。 
 以上、２項目を質問させていただきまして、教育長そして村長にお答えいただき、関連

質問を後ほどさせていただきます。 
 
議長（入澤登喜夫君） 教育長 星野準一君。 
 
教育長（星野準一君） はい、教育長。 
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 それでは笠原耕作議員の質問にお答えいたします。 
まず、１点目の今後少子化が進む中での学校教育への対応は、どのように考えているか

についてお答えをいたします。 
議員ご指摘のとおり、片品村では少子化が目に見えて進行をしております。平成２２年

度の小学校入学者は、片品小学校２９人、片品北小学校３人、片品南小学校８人、武尊根

小学校１人、村全体で４１人でありました。 
さらに、来春２３年度の入学予定者は、片品小学校１４人、片品北小学校６人、片品南

小学校３人、武尊根小学校においては０人となっており、全体でも２３人でございます。

その後も２０人台から多くても３０人台の予定であります。 
現在の１学級の定数は４０人であり、文部科学省では近い将来定数を３５人、更には３

０人まで引き下げてきめ細かな授業を実現する計画を発表しているところでございます。 
私も学級の人数は少なければ良いというものではなく、適正な規模があるものと考えて

おります。児童・生徒の社会性のかん養、切磋琢磨による成長、また集団でなければ効果

のあまりあがらない授業もあります。 
 先に報告してありますとおり、現在教育委員会では、今後１０年間の片品村の教育方針

の基となる教育振興基本計画を策定中であり、今年度中の完成を目指して検討を重ねてお

ります。この計画の中で、議員ご質問の少子化が進む中での学校教育の在り方について検

討し、早急に方向性を出す審議会等の設置を明記する予定であります。 
いずれにいたしましても、教育の主人公は子供たちであり、どうすることが最も子供た

ちのために有用なのかを第一に考えて学校教育を推進してまいりますので、今後ともご指

導ご協力をお願い申し上げます。 
 次に、小・中学校でのスキー教室を増やすことができないかとのご質問にお答えをいた

します。 
平成２１年度の各校でスキー教室に充てられている時間数は、最も少ない南小学校１年

生の４時間から最も多い北小学校１年生の１２時間となっております。さらに、校庭を利

用したクロスカントリースキーの時間が１１時間から１７時間ございます。このほかにも

スポーツ少年団のスキー大会、小学生総体スキー大会等にも参加をしております。 
このような実態をみますと、議員ご指摘の明神小の児童のスキーができないということ

と、片品の子供たちのスキーができないというのは、若干意味合いが異なるのではないか

と思われますが、各学校の経営方針を尊重しつつ、指導をしてまいりますので、よろしく

お願い申し上げまして、笠原耕作議員への答弁とさせていただきます。 
どうぞよろしくお願いいたします。 

 
議長（入澤登喜夫君） 次に、村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
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笠原耕作議員の質問にお答えいたします。 
まず、今後少子化が進む中での学校教育への対応は、どのように考えているかについて

ですが、先日の全員協議会でお示しした教育振興基本計画策定のための各区での意見交換

会の主な意見を見ると多くの方が、おおむね８割の方ですが、きわめて少人数での学級経

営は子供たちのためには良くないとの考えをお持ちでございます。このような意見を踏ま

えまして、来年度早々には審議会等を発足して、より良い教育の在り方を検討していただ

く所存であります。 
次に、２点目の小・中学校でのスキー教室を増やすことができないかとのご質問でござ

いますが、以前ですとほぼ強制的にスポーツ少年団に加入して、スキーの技術向上を目指

したものでありましたが、現在では保護者の子供たちに寄せる期待が多様化しております。 
また、明神小との交歓会は、スキーはあくまでも交流の一手段であり、片品の子供たち

の一部が、たとえスキー技術に未熟であっても各家庭での交流等で十分、目的は達成でき

るものと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 
以上、笠原耕作議員への私の答弁とさせていただきます。 
 よろしくお願いいたします。 
 
５番（笠原耕作君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） ５番 笠原耕作君。 
 
５番（笠原耕作君） はい、５番。 
 来年度については、審議会設立ということで答弁をいただきましたけれども、小学校６

年間、中学校３年間の教育を一体で行う小中一貫教育が全国的に広がりを見せております。 

横浜市では、平成２４年度から全小中学校で行う方針であると聞き及んでいます。 
片品村は、このような都市部とはある意味事情が異なりますけれども、５年後１０年後

の少子化が進む中で、小中一貫教育を推進するために、小中一貫校への検討を始める時期

にきているのではないかと考えております。 
先ほども村長の答弁に審議会設立というようなことを、是非このところで検討を重ねて

いただければと思いますけれどもいかがでしょうか。 
 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 小中一貫校への検討を進める時期にきているのではないかとのご質問にお答えいたしま

す。 
私も小学校と中学校で行われる９年間の義務教育は子供たちの将来にとって、本当に大

切なものであると考えております。その子供たちの教育のために、小中一貫校は大いに検
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討の価値のある施策であると考えております。 
 将来を担う子供たちが、教育長の答弁にもありましたが、なんといっても教育の主人公

は、それはそこで学ぶ子供たちであります。少子化の進む中で、どのような教育環境が良

いか検証した中で方向を見出す必要があると思います。 
 小中一貫校を検討する場合は、議員を始め多くの方々にご協力をお願いすることになる

と思いますが、よろしくお願いいたします。 
 
議長（入澤登喜夫君） 次に、教育長 星野準一君。 
 
教育長（星野準一君） はい、教育長。 
５年後１０年後の少子化が進む中で、小中一貫教育を推進するために、小中一貫校への

検討を進める時期にきているのではないかというご質問にお答えをさせていただきます。 
小中一貫教育とは、義務教育９年間を見通した一貫した教育目標、指導方法をとり、児

童・生徒により良い教育環境を提供しようとするものであります。小学校、中学校が同じ

敷地内にある一体型、比較的近くにある隣接型、複数の小学校と一つの中学校の組み合わ

せである分離型などの形態がございます。 
兼務教員の相互乗入れ授業、部活動の合同練習いわゆる中１ギャップの解消など多くの

利点が考えられます。片品村でも現在一部でこれを行っておりますが、小学校と中学校の

連携を更に強化するものであるといえます。 
 そういった長所と通学バスあるいは教育課程、校舎の在り方など様々な課題を詳細に検

討し、片品村の子供たちが、より良い教育を受けて大きく成長できるよう進めてまいりま

すので、議員の皆様や保護者の方々あるいは関係する多くの皆様にご指導ご協力をお願い

いたしまして、笠原耕作議員への答弁とさせていただきます。 
 どうぞよろしくお願いいたします。 
 
５番（笠原耕作君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） ５番 笠原耕作君。 
 
５番（笠原耕作君） はい、５番。 
 教育長・村長ともそういった事情を踏まえて、今後推進していただけるものと期待をし

ております。 
 片品村では、学校区の地域事情もありますけれども、村当局も住民に丁寧な説明を行い

ながら小中一貫校への推進を図り、これから進むであろう少子化・過疎化が進む中での学

校教育の全国モデルになるよう努めていただくことをお願いをして、質問を終わらせてい

ただきます。 
     （退席する者あり） 
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議長（入澤登喜夫君） 次に、２番 星野千里君。 
     （２番 星野千里君登壇） 
 
２番（星野千里君） はい、２番。 
 通告に基づき、一般質問をいたします。 
 第３次片品村総合計画と観光振興についてです。 
本村の羅針盤である第３次総合計画に着手して平成１８年３月に策定しました。ご承知

のとおり１０年先の２７年度までを見通した基本構想と５年先の平成２２年度までを目標

にした内容で、多くの分野で構成されています。 
 「小さくても輝く村」を目標に定め、着実に推進したいとしていますが、限られた予算

で、この計画を実行するには、優先的項目をしぼらないとならないと思います。 
 そこで３点お伺いいたします。 
１ 現在、どの項目を重点に実施しているか。 
２ 構想と計画の項目ごとの推進状況。 
３ 成果の上がった項目をお聞かせください。 
 次に、農業観光振興についてです。村の基幹産業である農業観光産業について、お伺い

します。 
 宿泊のピークが、平成２年の９８万５，０００人、平成２１年には４１万５，０００人

に減少しています。 
そして観光消費額推計によりますと、平成２１年度日帰り客の消費額が５１億３，００

０万円、宿泊客が３３億５，７００万円、計８４億８，７００万円。特に宿泊を伴う施設

である旅館が４９軒、民宿６０軒、ホテル１５軒、ペンション・ロッジ１０４軒、山小屋

１４軒、計２４２軒もあり、重要な村の産業になっております。お客の減少で深刻な問題

であり、一刻も早い対応が急務と思います。 
具体的には、本村の農業観光産業を支えてきた片品村農協旅行センターは、片品村農協

と利根沼田農協が今年３月１日に合併しましたが、片品村にとっては農業が基本で、農協

旅行センターが担ってきたことは、村にとっては重要な位置にあります。この難局に対応

するためにも農協旅行センターの存続は必要だと思いますが、村長のお考えをお聞かせく

ださい。 
さらに、行政・農協・商工会・宿泊関係等の仮称片品村農業観光産業連絡会議イコール

応援団の設立をし、村内各業者が個人個人でも結構ですが、連携して自分たちで確実に経

済効果を生み出す仕組みをみんなで考えることが重要だと思います。 
そのためには、地域のリーダーであるプロデューサーである村長は、即刻の決断が必要

と思います。 
村長のお考えをお聞かせください。 
 以上、質問をします。 
      （着席する者あり） 
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議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 星野千里議員のご質問にお答えいたします。 
 第３次片品村総合計画についてですが、基本構想は平成１８年度を初年度とし、平成２

７年度を目標年度とする１０か年計画であります。 
前期基本計画は、今年度までの５か年計画であり、現在後期基本計画づくりを進めてい

るところでございます。 
一つ目のご質問の現在、どの項目を重点に実施しているかについてですが、どの項目も

大切なものでございますが、その中でも重点的に取り組んできたところは、後ほど申し上

げたいと思います。 
今後につきましては、住民アンケート結果等を踏まえ、重点事項を含め計画策定し、皆

様にお知らせをしてまいりたいと考えているところであります。 
二つ目のご質問の構想と計画の進捗状況についてですが、構想につきましては１０か年

計画でありますので、現在４年半が経過し、将来像に向かい進行中であります。 
前期基本計画における実施状況については、おおむね達成できているかと思っていると

ころでございます。 
 三つ目のご質問の成果の上がった項目はについてですが、私の思いといたしましては、

自主自立の村をしっかり築くためには、行財政改革を進め、財政の健全化とスリムな行政

機構の確立それに豊かな自然、豊富な資源、既存の施設そして素晴らしい人材を活かした

村づくりの推進そして生活基盤の確立が急務であると感じ、それらを推し進めてまいりま

した。 
 具体的には、行政機構のスリム化に努め、定員管理適正化計画の着実な推進を図り、職

員数の大幅な削減や課の再編統合を行い、７課から５課にいたしました。オグナスキー場

や尾瀬ロッジなど多くの施設に指定管理者制度を導入し、事業の効率化や経費削減を図り

ました。これらを含め、財政の立て直しに取組、財政調整基金を約２億２，０００万円あ

まりから約１１億３，０００万円に増額するなど財政力強化を図ったところであります。 
また、豊かな自然の代表「尾瀬」の単独国立公園実現化や豊かな資源の一つ「水」への

積極的な取組を行い、環境省認定の平成の名水百選にも選ばれました。現在、全国名水サ

ミットの開催地誘致について、国や県等と調整をしているところでございます。 
また、国や県から補助金や交付金を積極的に獲得し、光ファイバー事業や尾瀬大橋公園

の整備、県などへの強い働きかけを行っての橋梁工事や椎坂トンネルの着工などでござい

ます。 
 保健福祉につきましては、ワクチン接種助成や第３子以上の出生に３０万円の祝い金支

給、県に先がけての子育て支援事業として中学校卒業までの医療費無料化などでございま

す。 
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 教育文化については、片中体育館の耐震化及び大規模改修など安心安全な教育環境の整

備などでございます。 
 次に、観光振興についてでありますが、議員ご指摘のように、ＪＡ利根沼田片品旅行セ

ンターにつきましては、農家民宿を中心といたしまして、体験型農業観光の受け入れなど、

極めて大きな役割を担っていただいていると認識しているところでございます。 
 片品村農協は、今年３月にＪＡ利根沼田と合併したわけでございますが、今後、片品旅

行センターがどのようになっていくのか、村としても大事なことでありますので、強い関

心を持ち、情報収集などを行っていきたいと思っているところでございます。 
 次に、各関係者などが連携して、経済効果を生み出すことが重要とのご指摘でございま

すが、このような経済低迷の状況下であるならばなおさらのこと、関係者などが連携して

一丸となり取り組むことは大切なことと思っているところでございます。 
村といたしましても、村の基幹産業の一つである農業観光について、しっかりと最善の

対応をしてまいりたいと考えているところでございます。 
現在、策定中の第３次総合計画後期計画にも必要に応じ、盛り込んでいきたいと考えて

おりますので、議員各位のご協力とご指導を賜りますようお願いを申し上げまして、星野

千里議員への答弁とさせていただきます。 
よろしくお願いいたします。 

 
２番（星野千里君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） ２番 星野千里君。 
 
２番（星野千里君） はい、２番。 
 先ほどの村長の答弁に、本当に今まで多大な努力と財政の公債比率も利根沼田でも本当

に健全な財政になったということは明らかで理解できますが、今急いでと言いましたけれ

ども、実質今までやってきたことが、村民の雇用とか若い人の定住、具体的なそういった

策をもう一歩がんばってアイディアと企画でここを乗り切っていただければありがたいと

思います。 
 結果的に住んで良かった訪れて良かった村にするためには、今後村民も一丸となって、

一緒に行政と協働をしていきながら村づくりをしていきたいと思っておりますので、村長、

今後の具体的なそういった方向とういうことの考えがあればお聞かせください。 
 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 先ほど申し上げましたけれども、農協観光につきましては、しっかりと方向を見定めて

いかなければならないとそのように考えております。 
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 それから千里議員が言われるように、やはりこの村の活性化には、職場づくりといった

ことが必要であるのは申し上げるまでもございません。そういった取組あるいはまた誘致

行動等そういうものに力も入れていきたいとそのようにも考えています。 
 また、二、三日後にはある企業が片品村に来て、現地視察をしてまいりますけれども、

そういったものも誘致行動に活かしていきたいと考えておりますので、よろしくお願いし

ます。 
 
２番（星野千里君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） ２番 星野千里君。 
 
２番（星野千里君） はい、２番。 
 分かりました。 
 適切な判断と今後村民と共にいっしょに村づくりができる方向で、第３次計画の策定を

お願いいたします。 
 以上で一般質問を終わります。 
 
議長（入澤登喜夫君） 次に、７番 星野侃三君。 
     （７番 星野侃三君登壇） 
 
７番（星野侃三君） はい、７番。 
 通告に基づいて、一般質問をさせていただきます。 
 耕作議員も６月定例会で、産業の振興策について質問しましたが、農業のことについて

聞きたいと思います。 
 村は、片品村のこれからの農業について、どのように考えているのかどういうふうにし

ていきたいのか聞いてくれと、私のところにメールがきました。その人の代わりに質問し

ます。 
 マスコミで少子高齢化などといわれていますが、片品村でも高齢化に向かっていきます。

村長は、高齢化に向かっていく片品村の農業について、どのように考えているのか、どう

いうふうにしていきたいのか。 
 細かいことは、この答弁の後にまた聞きたいと思います。 
 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
星野侃三議員のご質問にお答えいたします。 
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長引く経済状況の低迷する中で、農業経営においても農産物価格の低迷や農業従事者の

高齢化、後継者不足など全国的に厳しい状況が続いております。 
本村の農業においても同様であります。特にこの数年は、販売価格の低迷に加え、燃料

価格の高騰やこれに連動しての肥料や農業資材の値上がり等により、非常に厳しい状況に

あります。 
今年は、ここしばらくは販売価格の高値が続いておりますが、これは梅雨時期の長雨と

梅雨明け後の高温による市場への出荷数量の減少によるのもであります。このため収穫量

が減少となった農家にとっては、厳しい状況に変わりはありません。 
 さて、わが国の食糧自給率ですが、昭和２３年度には７０％を超えていたものが、平成

２１年度のカロリーベースでの食糧自給率は４０％と欧米諸国と比べ著しく低い状態にあ

ります。 
 このため我が国は、食料の多くを諸外国からの輸入に頼っているのが現状であります。 
 これは今の農業政策に頼っていたのでは、農家が農業経営を安定的に行うことが難しく、

農業離れが進行していることの一要因であると考えます。 
 国においては、食料・農業・農村基本計画で、この食糧自給率を平成２２年に４５％、

最終的には５０％以上を目標に引き上げるべく様々な取組を行ってきました。 
しかし、主要先進国の中で最低の水準という状態は一向に改善されず、向上の見通しも

立っていない状況であります。 
 片品村の農業の現状ですが、トマト、ダイコン、レタス、スイートコーンを中心とした

野菜が主力となっており、特にダイコン・トマトは県のブランド産地となっています。 
 近年では、高冷地である立地条件を活かし、レタスの栽培も盛んになってきております。 
 しかし、ダイコンは産地形成後約３０年が経過し、連作障害が目立ってきております。

その防止対策として農業事務所等の指導を受け、エン麦やライ麦の作付けと緑肥として畑

への鍬込み等の対策を進めております。 
 トマトにつきましては、中山間地である特色を生かした昼夜の温度差により、糖度が多

く消費者に評判を得ております。 
 また、農水省の補助事業により選果機を導入し、トマトセンターによる共同選果を行い、

生産量が年々伸びてきております。平成１７年度からは、販売額でダイコンを上回ってお

ります。こうした中、野菜中心の農業者において、ダイコン、ハクサイ等の重量野菜の収

穫作業は、高齢農家にとって身体的負担が大きいこと、また農産物価格の低迷や早朝から

の長い労働時間などから、新規参入者や後継者が少ないなどの問題も生じております。 
 また、山間地域農業の宿命ともいえる野生鳥獣による被害が発生しており、大変深刻な

状況であります。特にシカやツキノワグマ、サルなどによる被害が増加しており、農家に

とっては、せっかく丹誠込めて育てた農作物を収穫前に野生動物に喰い荒らされてしまう

など、大変な痛手となっております。このため山林に面した農地は、野生動物の被害によ

り耕作されずに放棄地となっているところが見受けられます。 
 これに農産物価格の低迷や農業用資材の値上がりなどが加わり、農業を経営する上では
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大変厳しい状況となっております。 
 さて、ご質問の高齢化に向かっていく片品の農業をどのように考えているのか、どのよ

うにしたいのかについてお答えいたします。 
 まず、高齢化に対する考えですが、農家の高齢化と耕作放棄地の問題については、あわ

せて考えるべきだと思います。 
 先ほども申し上げましたが、現状での農業経営は大変厳しい状況があります。労働が厳

しく、その割に収入が得られないために、都会に出て行く若者もおります。農業後継者の

いなくなった農家の従事者は、必然的に高齢化をしていきます。そして山林に面した農地

や耕作しにくい農地から耕作されずに放棄地となって荒れていきます。荒れた農地は、野

生動物が出没するという悪循環になっている状況であります。 
 これに対する村の取組ですが、有害鳥獣対策につきましては、小規模土地改良事業によ

る防護柵を昨年度までに約３１km設置しております。 
 また、猟友会員の中から巡視員３名をお願いし、村内の巡回を行っており、その効果に

つきましては、農家の方々からも大変評価をいただいております。 平成２０年度には、村
内各行政区の区長や猟友会、農協関係者等で、被害や対策方法などの情報を共有して被害

を未然に防止するため片品村有害鳥獣被害防止対策協議会を設立し、被害防止のための取

組を行っております。有害鳥獣対策につきましては、今後も継続して事業を実施してまい

ります。 
 次に、高齢者の農業推進についてですが、まず、本村の花き栽培は、野菜の経営補完作

物として導入され栽培されてきました。本村は、標高が高く昼夜の温度差が大きいために

他の地域と比べ色鮮やかな花を生産することができます。 
 主力は、アジサイ類やスモークツリー、トルコギキョウですが、花類はいずれの作物も

労力負荷が軽く、高齢者や女性にも栽培可能であるため、今後栽培面積の拡大が期待され

ます。 
 また、片品で昔から栽培され復活栽培された大白大豆や特産の花豆の栽培など、高齢者

でも比較的楽に作業ができる農業を推進していきたいと思います。 
 また、農業の繁忙期などで高齢者だけでは人手が足りない、又は重労働で負担となる作

業を引き受けてくれる作業ボランティア制度などを農協や関係団体と共に検討する必要が

あると考えております。 
 高齢でどうしても農業を続けることができない場合は、農業委員会で農地の貸し借りの

斡旋事業を行っており、耕作放棄地の解消にもなりますので、是非ご利用いただきたいと

思います。 
 次に、行政と農業団体及び農業者の主な取組について、考えを申し上げたいと思います。 
 まず、行政の取組については、地域の条件や特色に応じた農業の振興に取り組む、また

地域の食糧自給率や地産地消、更に生産努力目標や耕作放棄地の発生防止・解消に向けた

施策と農業生産の拡大を図るための取組などの推進が必要だと考えております。 
 農業団体の取組につきましては、産地としての農産物の品質管理の更なる向上と生産の
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拡大、中山間地の特色を活かした新たなブランド野菜の開発、また行政と連携した取組と

して営農組織の育成や法人化、更に農地の利用集積の加速化や耕作放棄地の発生防止と解

消に向けた取組が必要だと思います。 
 農業者の取組につきましては、市場の動向や消費者ニーズを把握し、これを踏まえた品

質の改善や生産性の向上と供給の安定化を図る、また消費者への直接販売や契約栽培等、

経営の特色や地域の条件等に応じた農産物の生産に取り組むことも必要だと思います。 
さらに、担い手の明確化と担い手への農地集積に取り組むとともに、農地の有効利用を

通じて耕作放棄地の発生防止・解消に努めることが必要であります。 
 これらの取組を行政と農業団体及び農業者が、お互いに連携して行うとともに、販路の

開発や流通産業など検討することが必要であると考えております。 
 農業の振興につきましては、今後、様々な取組が必要でありますので、関係機関と連携

し、更に本村の農業振興が図られる事業を計画し、実施していきたいと考えておりますの

で、議員各位のご協力とご指導を賜りますようお願いを申し上げて、星野侃三議員への答

弁とさせていただきます。 
よろしくお願いいたします。 

 
７番（星野侃三君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） ７番 星野侃三君。 
 
７番（星野侃三君） はい、７番。 
 長々と調べたものを答弁いただきましたけれども、私が始めに言っていますように、私

は頼まれて言っていますので、これを簡単に要約するとどういうふうに農業をしていきた

いのか。簡単で結構ですので、お願いします。 
 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 侃三議員の質問内容が、高齢化に向かっていく片品の農業をどのように考えているのか、

どのようにしたいのかというこの２点であります。わずか４０字だけでありますので、私

のほうもなるべく細かく説明をさせていただいたわけであります。 
 その中で、高齢化に向かっていくということになると、先ほども申し上げましたように、

耕作放棄地と連動するような方向になりますので、有害鳥獣対策には万全をつくしていか

なければならないと考えておりますし、また高齢者の方が耕作をしやすいそういった作物

の推進にも努めていきたいとそのように考えております。 
 よろしくお願いいたします。 
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７番（星野侃三君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） ７番 星野侃三君。 
 
７番（星野侃三君） はい、７番。 
 数字のことは通告していませんので、もし分かればで結構です。 
 農業従事者が、現在兼業を含めてどのくらいあるのか。 
 また、予想ですけれども１０年後にはどのくらいになるのか、お聞きしたいと思います。 
 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） 担当課長に説明させます。 
 
議長（入澤登喜夫君） 農林建設課長 桑原健一郎君。 
 
農林建設課長（桑原健一郎君） はい。 
 急な質問ですので、少々お待ちいただきたいと思います。 
 
─────────────────────────────────── 
議長（入澤登喜夫君） 暫時休憩いたします。 
     午前１０時４４分  休憩 
 
     午前１０時４５分  再開 
議長（入澤登喜夫君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 
─────────────────────────────────── 
議長（入澤登喜夫君） 農林建設課長 桑原健一郎君。 
 
農林建設課長（桑原健一郎君） はい。 
 ただいまの質問ですけれども、片品村の農業振興地域整備計画書の中に、おおむねの見

通しが載っております。 
 その中で今現在ですが、農業者数につきましてが４７７戸、この中で専業農家がおおむ

ねですが２５戸、第一種兼業農家が８５戸、第二種が１２０戸、自給的農家ということで

販売はしないで自分たちだけで食べていくだけの農家が約２５０戸となっております。 
 農家の総人口につきましては１，９９４人、その中で販売農家数、農家人口ですけれど

も１，０５０人、それから農業就業人口といいまして農業に実際に従事している人口です

けれども４６３人となっております。 
 それから１０年後の数字ですけれども、この中で平成２７年度までの見通しが出ており
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ますが、総農家数が１，２００人、それから販売農家数では約９５０人、それから就業農

家人口になりますけれども４２０人という見通しが出ております。 
 
７番（星野侃三君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） ７番 星野侃三君。 
 
７番（星野侃三君） はい、７番。 
 急な質問で申し訳ありませんでした。 
 また、農業は後継者も含めて減っていくと思いますけれども、先ほどの村長の答弁にあ

りましたように荒れていくと思います。荒れていかないためには、どのようなことを考え

ているのかを伺いたいと思います。 
 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 侃三議員の質問に対するお答えの前に、先ほどの我が国の食糧自給率の部分で昭和３２

年を２３年と発言いたしました。これは３２年でありますので、訂正させていただきたい

と思います。 
 それから先ほども、どのように考えているかという関係につきましては、しっかりと答

弁させていただいたつもりでありますが、どの辺でしょうか。 
 
７番（星野侃三君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） ７番 星野侃三君。 
 
７番（星野侃三君） はい、７番。 
 鳥獣害と先ほどおっしゃいましたが、鳥獣害とかで山根のほうが農地として荒れていく

と思います。タヌキに食われたりシカに食われたりしますので、そういうものは農地とし

てほっとくのか、どういうふうにまた村として指導していくのかをお伺いしたいと思いま

す。 
 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 土地所有者の関係もありますから、先ほども申し上げましたように、農地の関係につい

ては貸し借りなどそういったことは進められますが、それはやはり地主と農家の人との問



 - 20 -

題もありますので、その辺のことはここでこうだという説明はできないと思います。 
 
７番（星野侃三君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） ７番 星野侃三君。 
 
７番（星野侃三君） はい、７番。 
 先ほども村長の答弁の中にありましたが、少量の多品目と多量の少品目どちらを推進し

ていくのかお伺いしたいと思います。 
 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 一点だけ侃三議員に、議員必携の関係で一般質問については、ここにもあるように「議

員主導による政策論議であるから、質問する議員も、受ける執行機関とともに十分な準備

必要がある」と。したがいまして、通告に当たっては質問の内容を具体的に記載していた

だければ、それに対してしっかりと答弁できるわけでありますけれども、先ほど申し上げ

ましたようにわずか４０字でありますので、この関係につきまして、是非自分が通告した

ものを理解していただきたいと思います。 
 
７番（星野侃三君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） ７番 星野侃三君。 
 
７番（星野侃三君） はい、７番。 
 通告ということでありますけれども、農業のことについて、特に高齢化のことですけれ

ども、これ高齢化に関係あると思うんですけれども、先ほど村長答弁しています。 
 少量多品目というのは軽い物を多く作る。多量少品目というのはダイコンみたいな大き

な物をいっぱい作っていくことなんですけれども、どちらを推進していくかということで

す。先ほどの答弁の中にございますけれども、もう一回伺いたいんですけれども。 
 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 先ほどの内容について、また読み返すような形になりますけれども、やはり高齢者の方々

が農業をするには、どうしても労働がきつい部分があり、そういったことで耕作放棄地に

向かう場合もあるわけですから、先ほども言ったように軽労働でも収入が得られるそうい
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った物の作付けも進めていくということで、理解をしていただきたいと思います。 
 
７番（星野侃三君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） ７番 星野侃三君。 
 
７番（星野侃三君） はい、７番。 
 最後にですね、少し通告からそれるかも知れませんけれども、後継者に対する支援また

新規就農者についての支援などをお伺いしたいと思います。後継者と新規就農者について

お伺いしたいと思います。 
 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 農林建設課長に説明させます。 
 
議長（入澤登喜夫君） 詳細な説明を求めます。 
農林建設課長 桑原健一郎君。 
農林建設課長（桑原健一郎君） はい。 
 農業後継者それから新規就農者の支援についてですけれども、現在村で行っている支援

は資金制度それと事業での支援ということで行っております。 
資金では、いわゆる近代化資金それから観光農業推進資金という二本立てで利子の補給

事業を行っております。それから群馬県で新規就農ということで、就農支援資金の貸し出

しということを無利子で行っております。こういうものを積極的に使っていただければと

考えております。 
それから事業での支援につきましては、農業農村応援事業ということで、現在パイプハ

ウスですとか土壌消毒機等の機械類の支援を行っております。これにつきましては、あく

までも事業主体が認定農業者それから農協等の法人となっておりますので、それ以外の農

家につきましては、事業主体を農協になっていただいて農協からリースをしていただくと

いう方法もありますので、そういう方法で支援を受けていただければと思います。 
そのほかには、今年度から始めましたけれども、片品では特に大きな田んぼはありませ

んけれども稲作のほうの戸別所得補償モデル関係それから片品村でも行っておりますけれ

ども中山間地域直接払それから農地・水・環境向上対策という事業がありますので、これ

らを有効に使っていただければと思います。 
そのほかに観光農業等では、農協を通したグリーンツーリズム等の事業も行っておりま

すので、よろしくお願いします。 
以上です。 
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７番（星野侃三君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） ７番 星野侃三君。 
 
７番（星野侃三君） はい、７番。 
 最後の質問ですが、ここに村の総合計画というのがあります。 
８６ページに農業のことが、いっぱいいろんな良いことが書いてあります。このことに

ついて、絵に描いた餅じゃなくどのように実行していくのか、最後にお伺いしたいと思い

ます。 
 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 私もその資料を持っているわけではありませんし、前もってそれらをしっかりと通告し

ていただければ、それを調べてきたわけでありますけれども、その辺は理解していただき

たいと思います。 
 それでは農林建設課長にできる説明をさせます。 
議長（入澤登喜夫君） 詳細な説明を求めます。 
農林建設課長 桑原健一郎君。 

 
農林建設課長（桑原健一郎君） はい。 
 ただいまのご質問ですけれども、総合計画の資料を持ってきておりません。ただ、総合

計画に基づきまして、片品村では片品村農業振興地域整備計画それから農業経営基盤の強

化の促進に関する基本的な構想という二本立ての事業を実施しておりますけれども、その

中で主なものを申し上げたいと思います。 
 まず、主な事業ですと農業の担い手の育成ということで、認定農業者ということで、現

在１００人の認定農業者に指定をいただいております。このうち法人が３社ほどございま

す。 
 それから家族協定ということで、家族内で協定をしていただきまして農業経営の促進と

安定した経営ができるようにということで、現在３０家族ほど認定をしていただいており

ます。 
 農地関係の利用につきましては、先ほども申しましたように、農地・水・環境保全向上

対策事業ですとか、そのほかに有害鳥獣侵入防止対策のフェンス等の設置事業を行ってお

ります。 
 それから高付加価値型の農業の推進ということでは、農地利用集積の円滑化事業それか

ら中山間地域直接払、グリーンツーリズムの受入れ等の体験型の付加価値ある農業につい

て実施しております。 
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 なお、こういう厳しい情勢ですので、農作業の受委託関係それから農道等の整備関係そ

れから農産物の直売所等の事業ということもこの中に載っていると思いますけれども、こ

れにつきましては、まだ実施されていない状況でございます。 
 以上です。 

─────────────────────────────────── 
議長（入澤登喜夫君） 暫時休憩いたします。 
     午前１０時５５分  休憩 
 
     午前１１時０９分  再開 
議長（入澤登喜夫君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

─────────────────────────────────── 
議長（入澤登喜夫君） 次に、１１番 星野育雄君。 
     （１１番 星野育雄君登壇） 
 
１１番（星野育雄君） はい、１１番。 
 通告に基づき、村長に４点質問します。 
１ 塗川橋架け替えの進捗状況と今後の計画はどのようになっていますか。 
２ 第二区の重点要望事項であります摺渕地区有害鳥獣侵入防護柵建設事業を、来年度

予算に組み入れる計画はありますか。 
 ３ 平成２４年から２６年の３か年に、本村に特養施設を建設するためには、その前に

片品村高齢者保健計画を策定して、群馬県高齢者保健計画に載せなければならないと

聞いています。片品村高齢者保健計画を策定する計画はありますか。 
４ 村の事業に寄付した未登記物件の課税について、２点質問します。 
①現に公共の施設や道路等に使用している未登記の土地の固定資産税を課税している

のですか。 
②今後、道路改良等による提供地の課税について、登記事実にかかわらず非課税とす

ることができますか。 
以上、村長お願いします。 

 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
星野育雄議員のご質問にお答えいたします。 
 始めに、橋梁整備についてのご質問ですが、この件につきましては、平成２２年３月定

例議会におきましても星野議員から同様のご質問をいただいております。 
 この折りにもお答えしておりますが、この質問につきましては、平成１９年１２月議会
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の一般質問におきまして、髙橋議員より老朽化が進む村内の橋梁整備計画等についてのご

質問がありました。この質問に対する私の答弁において、橋梁の整備については、多額な

費用を要することから、国県の補助事業を模索しながら住民生活に影響が出ないよう整備

を進めていくと答弁させていただいております。 
 現在、村では国が定める橋梁の長寿命化修繕計画に基づき、群馬県との協議により平成

２３年度から２年間の計画で橋梁点検を行い、長寿命化修繕計画を立てる予定であります。 
さて、ご質問の塗川橋架け替えの進捗状況と今後の計画はどのようになっていますかに

ついてですが、この塗川橋は幡谷地区の生活道路として永年に渡り風雪に耐えてきました

が、老朽化により現在では、重量制限を設けて通行している状況であります。 
幡谷地区の住民にとりましては、この橋が唯一の生命線であり、橋の架け替えにつきま

しては長年の懸案でもありました。 
村では、地元からの長い間の要望に応えるべく、昨年度から橋の架け替えに向けて、橋

梁及び取付道路敷きの用地関係の承諾につきまして、地元役員さんにお願いしてまいりま

した。 
今年度に入り、地元役員さんのご尽力と地権者の方々のご協力により、用地の承諾を得

ることができました。 
現在、新しい橋のおおむねのルートを地元と協議をするところまできております。今後、

地元地権者に用地の確認と了承を頂いた後、今年度中には予備設計を実施したいと考えて

おります。 
今後の本設計や本体工事につきましては、予備設計による地元との十分な協議が必要で

ありますので、その状況を見ながら事業を計画していきたいと考えております。 
 先ほども申しましたように、橋梁の整備については多額な費用を要しますので、国や県

の補助事業を模索しながら計画的に整備を進めていく所存であります。 
 次に、有害鳥獣被害防止対策についてですが、野生鳥獣による農作物の被害は、大変深

刻な状況が続いております。その対策には大変苦慮しているところであります。 
 農作物に被害を及ぼしている鳥獣ですが、以前は主にニホンジカ、ツキノワグマ、カラ

ス等でしたが、近年では、以前は見られなかったサルやイノシシ、ハクビシン等も村内全

域に出没しており、特にサルによる被害が増加しており、農家にとっては大変深刻な問題

となっております。 
 また、今年は７月下旬頃からツキノワグマによるトウモロコシ等の被害も多く発生し、

８月末までに延べ１３回の捕獲檻による駆除を実施しております。 
 さて、ご質問の第二区の要望事項であります摺渕地区有害鳥獣侵入防止柵建設事業を来

年度に組み入れる計画はありますかについてですが、鳥獣害防止柵設置事業につきまして

は平成６年度から取り組んで今日に至っております。 
 昨年度までに設置しました防止柵の総延長は、約３１kmとなっております。 
また、今年度は昨年度に続き花咲地区と穴沢地区に約１，５００ｍ設置する予定となっ

ております。 
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 本村におきましては、平成６年度から林業県単事業を中心にシカの侵入防止柵を設置し

てきましたが、平成１６年度からは小規模土地改良事業による防護柵設置事業を取り入れ

ております。 
 今後の設置地区の予定ですが、現在実施している地区を優先に順次事業を実施していく

予定ですが、各地区からの要望の状況を見ながら、より効率的な有害鳥獣の侵入が防止で

きるよう事業を進めてまいりたいと思います。 
 第二区の防護柵設置の設置要望についてですが、次年度に向け県とも協議しながら可能

であれば、小規模土地改良事業と併せ、国の鳥獣害防止総合対策事業も含め検討していき

たいと考えております。  
今後も、被害の防止に向けた様々な取組を実施していきたいと考えておりますので、議

員各位のご指導とご協力をお願い申し上げます。 
次に、要介護認定者対策についてですが、平成２１年度決算の参考資料として成果報告

書に掲載のように、要介護１から要介護５までの認定者は３月末で１７８人でございます。

このうち介護老人福祉施設・特別養護老人ホームでのサービス受給者は４１人、介護老人

保健施設でのサービス受給者は１７人、介護療養型医療施設でのサービス受給者は１人、

合計５９人が施設でのサービスを受けております。居宅介護サービスを受けている人は９

１人で、サービス受給者総数は３月末で１５０人おり、認定者総数とは若干人数が異なり

ますのは、認定をされてもサービスを受けない方もおりますので、差異があります。 
さて、ご質問の片品村高齢者保健計画を策定する計画はありますかについてですが、現

在、第４期片品村介護保険事業計画は平成２１年度から平成２３年度までの３年間を１期

とした計画を策定してサービス提供体制の確保と地域支援事業の充実が図られるよう進め

ているところでございます。 
介護サービスのホームヘルプサービスや介護予防サービスのいきいきクラブなどサー

ビスを提供できる事業の取組をしているところでございます。 
この計画は、各市町村が高齢者の状況や介護サービスの利用状況などをもとに策定した

計画であり、群馬県高齢者保健福祉計画は各市町村の介護保健事業計画を基にして県内を

１０の高齢者保健福祉圏域に区分し、介護サービスの量の見込みや施設等の整備計画を策

定したものであります。 
片品村の第４期片品村介護保険事業計画は、居宅サービスや通所介護のデイサービス、

通所リハビリのデイケア、短期入所のショートステイなど数値計画を立てて進めていると

ころでございます。 
平成２３年度には第５期計画を策定予定ですので、より良い計画ができるよう努める所

存であります。 
なお、村内にある介護施設の整備計画あるいは介護施設誘致計画等は、事業所の具体的

な計画の見通しがなければ数値を掲げることは困難であります。 
今後の介護サービス充実のためには、村内の事業所等関係者との協議を重ねていかなけ

ればなりませんので、議員各位のご指導とご協力をお願い申し上げます。 
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最後に、村の事業に寄付した未登記物件の課税についての最初の質問であります、現に

公共の施設や道路等に使用している未登記の土地に固定資産税を課税しているのですかに

ついてですが、固定資産税の課税については、地方税法及び固定資産評価基準に基づく規

定で、固定資産評価基準では登記簿による基本原則がありますが、根拠が明らかな場合に

は現況課税で公共施設や公衆用道路等は非課税で対応しても良いことになっております。 
現況課税は、正当な根拠が必要であると規定されており、現状は分筆登記及び測量図を

もとに、正当な根拠として非課税措置を行っておりますが、境界確定が困難で地積が確認

できない場合や相続登記が済んでいないため交渉相手が限定できない場合等、非課税のた

めの正当な根拠が確認できない場合には、登記地目で課税せざるを得ないのが現状です。 
次に、道路改良等による提供地の課税については、登記事実にかかわらず非課税とする

ことができますかについてですが、先ほどのご質問同様に、地方税法及び固定資産評価基

準に基づいて対応しておりますが、根拠が明らかな場合は、賦課期日であります１月１日

現在の土地の現況及び利用目的において現況課税を行っております。 
公衆用道路や用水路等は原則非課税になりますので、用地提供者の承諾があれば道路部

分の測量等行った上で、この測量図に基づいて非課税措置をしておりますので、議員各位

のご協力とご指導を賜りますようお願いを申し上げまして、星野育雄議員への答弁とさせ

ていただきます。 
 よろしくお願いいたします。 
 
１１番（星野育雄君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） １１番 星野育雄君。 
 
１１番（星野育雄君） はい、１１番。 
 ３点目ですが、ただいま説明が村長からありましたが、現在特別老人ホームの待機者が

５０人近くいるそうです。今後、高齢化率が高まる中で、特養入所希望者は増加すると思

います。村内にもう一つ特別養護老人ホームが必要ではないでしょうか。 
 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 ただいまの質問に対しまして、詳細な説明を保健福祉課長からいたさせますので、よろ

しくお願いいたします。 
 
議長（入澤登喜夫君） なお、詳細な説明を求めます。 
保健福祉課長 吉野耕治君。 
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保健福祉課長（吉野耕治君） はい。 
 まず、村内に特養施設がもう１施設必要ではないかという質問ですけれども、現在村内

には３事業者がおりまして、この３事業者とも協議を重ねてきたようでございますけれど

も、特に特養施設を経営している桜花苑につきましては、村で計画しました第４期計画の

時には拡張する、あるいは増床するというような計画は、まだありませんということでご

ざいました。 
 いずれにしましても村内の事業者等と良く検討していかなければならないと思っていま

すので、今後ともよろしくご指導をお願いしたいと思います。 
 
１１番（星野育雄君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） １１番 星野育雄君。 
 
１１番（星野育雄君） はい、１１番。 
 ４点目についてですが、村民の中には課税されている土地があるのではないかという話

を聞きます。今後、よく調査して公共用地に固定資産税を課税している土地があったら、

だたちに非課税とするべきではないでしょうか。 
議長（入澤登喜夫君） どなたに聞きますか。 
 
１１番（星野育雄君） 村長。 
 
議長（入澤登喜夫君） 村長 千明金造君。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 この関係につきましては、詳細な説明は住民課長にさせますので、よろしくお願いしま

す。 
 
議長（入澤登喜夫君） なお、詳細な説明を求めます。 
住民課長 星野純一君。 

 
住民課長（星野純一君） はい。 
 固定資産税の課税につきましては、税の公平性の観点からこういった正当な根拠が必要

となります。 
ですから先ほど村長が申し上げましたように、分筆登記なり測量図に基づいてというこ

とで、そういった対応の遅れているものについては、今現在いろいろ固定資産税関係で苦

情等もありますけれども、こういった資料を確認した段階でないと、あくまでも全筆がど

うだこうだということにつながりますので、確認できたところで非課税ということで対応
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させていただきます。 
 よろしくお願いします。 
 
１１番（星野育雄君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） １１番 星野育雄君。 
 
１１番（星野育雄君） はい、１１番。 
 おっしゃるとおりだと思いますが、例えば各地区住民の要望によって、村の担当課で公

共用地、道路とか公共施設ですね、そういった物は当然測量して相続登記がされていない

場合には、土地使用（寄付）承諾書で相続人の代表者が署名・捺印して村にお願いをして

いるわけです。 
 したがって、役場の中で、施工した課から住民課のほうに連絡をすれば、それは登記事

実は相続は亡くなった父とか祖父とかですね、そういう人の名前になっていても測量図は

あるわけですので、その現況主義ということですから、これは村の中で処理できるのでは

ないでしょうか。 
 
議長（入澤登喜夫君） どなたに聞きますか。 
 
１１番（星野育雄君） 課長でいいです。 
 
議長（入澤登喜夫君） 住民課長 星野純一君。 
 
住民課長（星野純一君） はい。 
 この問題ですが、今後いろいろな機会を捉えて検討していきたいと思います。 
 よろしくお願いします。 
 
１１番（星野育雄君） はい、議長。 
 
議長（入澤登喜夫君） １１番 星野育雄君。 
 
１１番（星野育雄君） はい、１１番。 
 答弁ありがとうございました。 
 村長答弁のとおり、塗川橋の架け替え、更に有害鳥獣侵入防止柵の建設事業等は村の重

点的な事業として、今後も取り組むという答弁でしたので、以上で私の質問は終わります。 
 
議長（入澤登喜夫君） 一般質問を終わります。 
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─────────────────────────────────── 
日程第６ 議案第４１号 片品村税条例の一部を改正する条例について 

 
議長（入澤登喜夫君） 日程第６、議案第４１号 片品村税条例の一部を改正する条例に

ついてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 議案第４１号 片品村税条例の一部を改正する条例について、提案の説明を申し上げま

す。 
 今回の一部改正は、地方税法の一部改正が平成２２年法律第４号で公布されたことを受

け、本年１０月１日以降に施行されるものについての改正です。 
主な改正内容につきましては、村たばこ税の税率の改正などをお願いするものでありま

す。 
附則につきましては、施行期日及び経過措置をそれぞれ定めたものでございます。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 
議長（入澤登喜夫君） なお、詳細な説明を求めます。 
住民課長 星野純一君。 

 
住民課長（星野純一君） はい。 
     （詳細説明） 
 
議長（入澤登喜夫君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 
     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
  これから討論を行います。 
  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
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     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） これで討論を終わります。 
これから、議案第４１号 片品村税条例の一部を改正する条例についてを採決します。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） 異議なしと認めます。 
したがって、議案第４１号 片品村税条例の一部を改正する条例については、原案のと

おり可決されました。 
─────────────────────────────────── 

日程第７ 議案第４２号 片品村過疎地域自立促進計画の策定について 

 
議長（入澤登喜夫君） 日程第７、議案第４２号 片品村過疎地域自立促進計画の策定に

ついてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
議案第４２号 片品村過疎地域自立促進計画の策定について、提案の説明を申し上げま

す。 
 過疎地域自立促進特別措置法によって、定めることができる自立促進計画の策定の必要

が生じましたので、議会の議決をお願いするものでございます。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 
議長（入澤登喜夫君） なお、詳細な説明を求めます。 
むらづくり観光課長 木下浩美君。 

 
むらづくり観光課長（木下浩美君） はい。 
     （詳細説明） 
 
議長（入澤登喜夫君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 
     （「進行」と呼ぶ者あり） 
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議長（入澤登喜夫君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。  
まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） これで討論を終わります。 
これから、議案第４２号 片品村過疎地域自立促進計画の策定についてを採決します。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） 異議なしと認めます。 
したがって、議案第４２号 片品村過疎地域自立促進計画の策定については、原案のと

おり可決されました。 
─────────────────────────────────── 

日程第８ 同意第４号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任について 

議長（入澤登喜夫君） 日程第８、同意第４号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選

任についてを議題とします。 
本案について、提出者の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
同意第４号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任について、提案の説明を申し上

げます。 
片品村固定資産評価審査委員会委員の千明貞夫氏が、平成２２年９月３０日で任期満了

となります。 
 つきましては、同人千明貞夫氏を委員に再任いたしたく、同意をお願いするものでござ

います。 
 千明貞夫氏につきましては、人格及び識見共に適任者だと思いますので、よろしくお願

い申し上げます。 
 
議長（入澤登喜夫君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
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質疑は、ありませんか。 
     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。  
まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） これで討論を終わります。 
 これから、同意第４号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任についてを採決しま

す。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 
     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） 異議なしと認めます。 
したがって、同意第４号 片品村固定資産評価審査委員会委員の選任については、原案

のとおり同意することに決定しました。 
─────────────────────────────────── 

日程第 ９ 認定第 １号 平成２１年度片品村一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１０ 認定第 ２号 平成２１年度片品村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の 

認定について 

日程第１１ 認定第 ３号 平成２１年度片品村老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 

について 

日程第１２ 認定第 ４号 平成２１年度片品村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の 

認定について 

日程第１３ 認定第 ５号 平成２１年度片品村営観光施設事業特別会計決算の認定に 

ついて 

日程第１４ 認定第 ６号 平成２１年度片品村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 

について 

日程第１５ 認定第 ７号 平成２１年度片品村下水道事業等特別会計歳入歳出決算の 

認定について 

日程第１６ 認定第 ８号 平成２１年度片品村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 
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の認定について 

 
議長（入澤登喜夫君） 日程第９、認定第１号 平成２１年度片品村一般会計歳入歳出決

算の認定についてから、日程第１６、認定第８号 平成２１年度片品村後期高齢者医療 
特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの、以上８件を一括議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 

 認定第１号から第８号までの平成２１年度片品村一般会計及び各特別会計の決算につ
いて、提案の説明を申し上げます。 
  認定第１号 平成２１年度片品村一般会計歳入歳出決算について、提案の説明を申し上
げます。 
歳入総額４０億７，８２２万９，９０１円、歳出総額３８億２，４１５万６，４５６円、

差引残額２億５，４０７万３，４４５円について、決算の認定をお願いするものでありま

す。 
 歳入の主なものにつきましては、地方交付税が１８億７，２３４万６，０００円で全体

の４５．９％、村税が６億１，９９３万９，８７１円で１５．２％、諸収入が９，３６４

万６，３６６円で２．３％、繰入金が８，２５０万円で２．０％、県支出金が１億６，２

３５万９，５３０円で４．０％、村債が３億２５０万円で７．４％、国庫支出金が５億９，

３０４万４，５９４円で１４．５％でございます。 
  歳出の主なものにつきましては、片品中学校体育館大規模改修工事費が２億３，３１０
万円、五つの特別会計への繰出金が２億７，８９３万円、利根東部衛生施設組合負担金が

２億６，９００万円、利根沼田広域市町村圏振興整備組合負担金１億５，３５４万８，０

００円などとなっています。 
地方債の償還金は、元金と利子をあわせて３億１，３５８万６，０００円であります。 
平成２１年度末の借入金残高は、２８億６，６８７万７，０００円であり、昨年比で１，

１００万円ほど減っております。 
 歳入歳出差引残額のうち、１億円を財政調整基金に繰入れ、１億５，４０７万３，００

０円余りを２２年度へ繰越しさせていただきました。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議の上、ご認定くださ

いますようよろしくお願い申し上げます。 
認定第２号 平成２１年度片品村国民健康保険特別会計歳入歳出決算について、提案の

説明を申し上げます。 
歳入総額８億６，１８２万２，７７１円、歳出総額８億２，１１７万８９１円、差引残

額４，０６５万１，８８０円について、決算の認定をお願いするものであります。 
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 歳入の主なものにつきましては、国民健康保険税が１億９，５４０万４，４４５円の収

納で全体の２２．７％となります。 
  国庫支出金につきましては、２億６，５３５万６，３８６円で全体の３０．８％となり
ます。 
 共同事業交付金は、１億３，２７１万９，４８６円で全体の１５．４％となります。 
 歳出の主なものにつきましては、保険給付費が５億３，４３７万２，１７４円で全体の

６５．１％となります。 
 後期高齢者支援金等につきましては、１億９７２万４，８１１円で全体の１３．４％と

なります。 
  共同事業拠出金が、１億１，１９８万２，３７５円で全体の１３．６％となります。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
認定第３号 平成２１年度片品村老人保健特別会計歳入歳出決算について、提案の説明

を申し上げます。 
 歳入総額５，５５８万３，２１２円、歳出総額３，１２８万３１５円、差引残額２，４

３０万２，８９７円について、決算の認定をお願いするものであります。 
 歳入の主なものにつきましては、繰越金が５，２５１万４，０７９円で９４．５％、諸

収入が２９６万３，６２７円で５．３％であります。 
 歳出の主なものにつきましては、諸支出金が３，１２６万７，４４６円で９９．９６％

であります。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
認定第４号 平成２１年度片品村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算について、提案の

説明を申し上げます。 
歳入総額１億３，３２７万６，１８１円、歳出総額１億２，６７２万５，６３６円、差

引残額６５５万５４５円について、決算の認定をお願いするものでございます。 
歳入の主なものにつきましては、使用料及び手数料が７，５７７万３，７００円で全体

の５６．９％、繰入金が５，１２０万円で全体の３８．４％でございます。 
 歳出につきましては、総務費が２，６３４万８５５円で全体の２０．８％、施設費が８，

２８５万１，５０１円で全体の６５．４％、公債費が１，７５３万３，２８０円で全体の

１３．８％でございます。 
 また、平成２１年度末現在の地方債借入額は、２億４，５２８万２，３７６円となって

います。 
歳入歳出差引残額の６５５万５４５円を平成２２年度へ繰越しをさせていただきます。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議の上、ご認定くださ

いますようよろしくお願い申し上げます。 
認定第５号 平成２１年度片品村営観光施設事業特別会計の決算について、提案の説明
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を申し上げます。 
 平成２１年度の観光施設事業の実績を申し上げますと、従来から指定管理者制度により

スノーパル・オグナほたか及び武尊牧場観光施設の営業を武尊山観光開発株式会社が行っ

ておりましたが、尾瀬ロッジにつきましても、平成２１年４月１日から指定管理者制度に

よりアリス工業株式会社が施設営業を行い、これにより村営観光施設すべてが指定管理者

制度による施設運営となりました。 
一昨年のアメリカ発世界同時不況による観光産業を含む経済低迷の中で、一部では各国

の金融・経済対策などにより最悪期を脱しつつありますが、国内では新型インフルエンザ

の流行等により観光需要の大きな落ち込みがあり、また高速道路休日料金の上限制度の影

響等もあり本村の観光産業も非常に厳しい状況が続きました。 
収益的収入の観光施設事業収益につきましては１億２，５３８万３，５７６円であり、

収益的支出の観光施設事業費につきましては１億２，２３２万２，５４９円であります。 
資本的収入につきましては２，０００万円であり、一般会計補助金でございます。 
資本的支出につきましては８，８０５万４，９３８円で、内容は企業債償還金と一般会

計からの長期借入金の償還金でございます。 
資本的収支の不足分６，８０５万４，９３８円につきましては、過年度分損益勘定留保

資金で補てんをしました。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
認定第６号 平成２１年度片品村介護保険特別会計歳入歳出決算について、提案の説明

を申し上げます。 
歳入総額３億７，５６８万２，５３３円、歳出総額３億６，４０６万３，０８０円、差

引残額１，１６１万９，４５３円について、決算の認定をお願いするものであります。 
歳入の主なものにつきましては、保険料が５，５２１万２，２００円で全体の１４．７％、

国庫支出金が８，９４３万５，８５５円で２３．８％、県支出金が５，３１２万８，８０

８円で１４．１％、支払基金交付金が１億９１万５，０００円で２６．９％、繰入金が６，

４９１万５，０００円で１７．３％でございます。 
歳出の主なものにつきましては、保険給付費が３億３，５８６万９，２１７円で全体の

９２．３％でございます。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
認定第７号 平成２１年度片品村下水道事業等特別会計歳入歳出決算について、提案の

説明を申し上げます。 
歳入総額１億４，１５７万４，６５０円、歳出総額１億４，０５７万８，６１６円、差

引残額９９万６，０３４円につきまして、決算の認定をお願いするものでございます。 
歳入の主なものにつきましては、繰入金が１億１，５２１万円で全体の８１．４％、使

用料が１，６５４万３，６００円で全体の１１．７％でございます。 
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 歳出の主なものにつきましては、公債費が８，４２３万６，７６５円で全体の５９．９％、

総務費が２，９４１万６，０１０円で全体の２０．９％、施設費が２，６１３万６，８１

１円で全体の１８．６％でございます。 
歳入歳出差引残額の９９万６，０３４円を平成２２年度へ繰越しさせていただきます。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議の上、ご認定くださ

いますようよろしくお願い申し上げます。 
認定第８号 平成２１年度片品村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について、提案

の説明を申し上げます。 
 歳入総額４，４７０万８，１７６円、歳出総額４，４１３万２，７０５円、差引残額５

７万５，４７１円について、決算の認定をお願いするものであります。 
 歳入の主なものにつきましては、後期高齢者医療保険料が２，３６０万９，５００円で

総額の５２．８％、一般会計繰入金が１，９６０万４，０００円で４３．８％であります。 
 歳出の主なものにつきましては、総務費が２８２万２８６円で総額の６．４％、後期高

齢者医療広域連合納付金が４，１１２万３，８１９円で９３．２％であります。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 
議長（入澤登喜夫君） 提案理由の説明が終わりました。 
この決算については、監査委員の審査が行われております。 
ここで決算審査結果の報告を求めます。 
代表監査委員 中村康彦君。 
     （代表監査委員 中村康彦君登壇） 
 

代表監査委員（中村康彦君） はい。 
命によりまして、決算審査の報告をさせていただきます。 
なお、お手元に配付してあります意見書に基づいて、一般会計と七つの特別会計決算の

審査報告を簡単に申し上げます 
地方自治法第２３３条第２項の規定により、平成２２年８月２５日役場２階指導室にお

きまして、星野監査委員さんと二人で、平成２１年度一般会計及び七つの特別会計の歳入

歳出決算並びに関係諸帳簿、書類を審査いたしました。 
その意見については、次のとおりであります。。 
審査結果の総括意見といたしましては、各会計とも予算額、執行命令、収入支出額、出

納関係帳票及び関係書類等照査の上、審査を実施いたしました。 
審査に当たっては、決算は適確であるか、計数に誤りはないか、予算措置及びその執行

は適切か、財政運営は健全か、事業の成果は上がっているかなどについて、審査を行いま

した。 
その結果、計数は正確であり、帳簿類は良く整備され、適切な事務処理と適正で健全な
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運営がなされているものと認定をいたしました。 
次に、各会計の総括について申し上げます。 
まず、一般会計についてですが、決算額については先ほど村長が申し上げたので、省略

いたしますけれども、歳入歳出差引額２億５，４０７万３，４４５円で、翌年度へ繰越す

べき財源が５，９２９万４，０００円あるため、実質収支額は１億９，４７７万９，４４

５円で、更に基金繰入れを１億円行っているため、翌年度への繰越額は９，４７７万９，

４４５円となりました。 
村税については、３２７万円昨年より増加をいたしました。 
その主なものとしては、村たばこ税が５，１２１万円の増となり、村民税と固定資産税

は減となっております。 
地方交付税については、６８５万円増加しております。 
国庫支出金については、１億４８６万７，０００円の増で、その主なものとしては地域

活性化交付金と片中体育館改修工事補助金などでございました。 
村債として３億２５０万円を借り入れ、主に除雪機械購入費、消防施設整備、急傾斜地

崩壊対策事業負担金、片中体育館改修工事費などに充当されております。 
なお、平成２１年度末の村債未償還元金現在高は２８億６，６８８万７，３９６円であ

り、３月末の基金現在高は１１億６，１７５万８，０００円となっております。 
次に、財政の推移でありますけれども、３か年の状況が表にして記載してあります。そ

れを参考にしていただきたいと思います。 
財政運営の状況ですけれども、事務事業の見直しや経費の削減に取り組まれて、堅実な

運営が執行されています。 
村税の歳入については、収入済額では前年度より約３２７万円の増額となっています。 
収納率は７５．７％であり前年度より３．４ポイント減で、収入未済額は約１億９，７

３５万円と前年度より約３，６００万円増額となっております。 
村税収納率調べを載せておきましたので、お手元の資料をご覧いただきたいと思います。 
村税の収入未済額増については、固定資産税の増が主なものであります。 
また、財政の厳しい状況は変わらず、今後も早期の滞納整理など適切な処理を行い自主

財源の確保を切望するものでございます。 
地方交付税は１８億７，２３４万６，０００円で、前年度より６８５万３，０００円増

加となっており、歳入総額の４５．９％と大半を占めております。 
厳しい財政状況の中ではありますけれども、国からの地域活性化交付金を活用して、施

設整備やソフト面での成果をあげております。 
また、継続事業や住民生活に密着した事業を重点に行ったものであります。今後も効率

的で実効ある予算執行に留意いたしまして、健全な財政運営の維持に努めていただきたい

と思います。 
次に、特別会計についての意見を申し上げます。 
なお、意見書に記載してあります予算額・収支決算額の朗読は、省略をさせていただき
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ます。 
最初に、国民健康保険特別会計でありますけれども、差引き４，０６５万１，８８０円

で基金繰入れを２，０００万円行ったため、翌年度への繰越額は２，０６５万１，８８０

円であります。基金の決算年度末現在高は、１，１９８万円であります。 
国保税の収納率は８４．４％であり、前年度より０．２ポイント低くなっておりますけ

れども、滞納整理を積極的に行い自主財源の確保に更に努力していただきたい。 
なお、一人当たりの診療費は１８万５，９０５円で、前年度より約１万３，０００円減

っております。 
国民健康保険事業は、医療行政の重要な役割を果たしておりますけれども、被保険者の

高齢化等による医療費の増大や収納率の低下などにより、非常に厳しい運営が予想されま

す。国保会計の健全な運営のためには、被保険者の健康保持推進を図ることも重要な要素

であります。片品村が行っている総合検診の受診、また健康指導部門との連携等を図るこ

とにより、長期安定運営を目指して健康片品のために尽力をお願いしたいと思います。 
次に、老人保健特別会計ですけれども、差引き２，４３０万２，８９７円が翌年度への

繰越額であります。 
新しい法制度による後期高齢者医療制度が始まったため、老人保健特別会計からの支出

は減少しております。 
次に、簡易水道事業特別会計です。 
差引き６５５万５４５円が翌年度への繰越額であります。基金の決算年度末現在高は、

２，１８０万円であります。 
 主な工事といたしましては、監視装置システム整備、中央簡易水道の送配水管布設工事

などが行われました。その他修繕工事等を行い飲料水の安定確保が図られております。 
一人当たりの一日平均給水量は３８３リットルで、前年度とほぼ同量となっております。 
なお、水道料の収納率は７９.１％であり、前年度より３．６ポイント低くなっているた
め、堅実な運営を図るためには未収金の解消に一層努力をされたいと思います。 
次に、観光施設事業特別会計です。 
観光施設全体の損益計算書の当年度純利益は４０１万３，０４８円となっておりますけ

れども、これは一般会計からの補助金１億１，０７１万２，０００円を含んでいるもので

あります。 
前年度繰越欠損金１１億３，４９８万８，５１５円から当年度純利益を差引き、当年度

未処理欠損金が１１億３，０９７万５，１０７円となりました。 
資本的収支では収入額２，０００万円、支出額８，８０５万４，９３８円で、不足額６，

８０５万４，９３８円については、過年度分損益勘定留保資金で補てんしてあります。 
村営観光施設事業につきましては、すべて指定管理者制度が導入されましたことにより

まして、それぞれ指定管理者が施設営業を行っているところでありますけれども、指定管

理者の決算内容につきまして、適正に処理されているかなども把握をいたしまして、次の

協定書締結に当たって、改善に資するようにしなければならないと思います。 
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 観光施設事業は、地域経済に及ぼす波及効果や雇用対策の場として大きな役割を果たし

ております。今後も経済情勢は厳しい中ではありますけれども、更なる研さんをお願いし

たいと思います。 
次に、介護保険特別会計です。 
 差引き１，１６１万９，４５３円が、翌年度への繰越額であります。 
基金の決算年度末現在高は、２，３９３万５，０００円であります。 
急速に高齢化が進む中、高齢者に対する介護の問題が大きな課題となっております。要

介護、要支援の認定は年々増加の傾向にあり、今後も、介護の予防を推進するとともに、

高齢者のニーズに適切な対応ができるよう本会計の安定化を図り、介護サービスの充実に

努力をしていただきたいと思います。 
次に、下水道事業等特別会計です。 
 差引き９９万６，０３４円が、翌年度への繰越額であります。 
下水道事業会計の健全な運営には、やはり下水道への加入推進を図り使用料収入の増収

が必要でありますけれども、加入率は４７．４％と依然と低いため、適切な対応を望むも

のであります。 
住民の生活環境の向上や村の自然環境保全、片品川の水質保全の立場からも下水道事業

区域外の整備計画を進め村全体の整備が進むことを望むものであります。 
次に、後期高齢者医療特別会計です。 
 平成２０年度から、高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、後期高齢者医療制度が

施行されました。 
差引き５７万５，４７１円が、翌年度への繰越額であります。 
平成２２年３月末現在の被保険者は８６４人で、旧制度に引き続き、被保険者の適切な

医療確保を図るため迅速、かつ、適正な各種医療給付の実施に務め、健康の保持増進を図

るための保健事業を実施していただきたいと思います。 
参考として７特別会計への一般会計からの繰入金の表を入れておきましたので、参考と

していただきたいと思います。 
最後に、結論としまして、一般会計及び特別会計の決算は正しく、証拠書類も良く整理

されて会計経理は適正であり良好と認めます。 
財政については、平成２１年度片品村健全化判断比率等について、決算審査後審査を行

い、片品村のそれぞれの比率については、早期健全化基準には該当せず、大変良好な比率

となっているため健全な財政であるといえると思います。 
 相変わらず財政の厳しい中ではありますけれども、道路整備等村づくりの基礎となる事

業の推進を図るとともに、下水道等の生活環境基盤の整備など住民に密着した事業が実施

されたことは、村民の福祉向上に貢献したものと考えます。 
 財政運営の歳入につきましては、村税・公共料金などの収入未済額の処理は所管課によ

り対処していただいているところでございます。 
しかし、村税・公共料金は村を支える礎であり、その滞納・収入未済額を許すことは地
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域住民間に不公平を黙認する結果となります。 
特に、固定資産税につきましては、年々収入未済額が増加し、平成２１年度収納率が７

０％を割ました。不能欠損処理とならぬように早急な対応が必要であります。 
村当局といたしましては、毅然とした厳しい対処により、住民間の公平と財源の確保に

努めることが、今後ますます厳しさを増すと予想される財政運営の上からも強く望まれる

ところでございます。 
観光事業については、村営スノーパル・オグナほたかスキー場事業、尾瀬ロッジとも指

定管理者の営業となりましたが、今後も指定管理者と連絡を密にしていただきまして、よ

り良い運営ができることを期待したいと思います。 
行政改革、地方分権、少子高齢化への対応や住民福祉の拡充など様々な行政問題が山積

する中ではございますけれども、住民のニーズを把握していただきまして計画的、かつ、

効率的な行財政の運営と安定した事業計画の立案に心掛け、住民福祉の向上や明るく活気

ある村づくりのための施策を望むものでございます。 
また、職員個々の資質向上を図り、厳しい時代にこそ住民の期待に応える行政執行がな

されますよう一層の努力をお願いするものであります。 
本決算処理完結のため、事務執行に尽力された各位に深く敬意を表し、報告といたしま

す。 
 
議長（入澤登喜夫君） 監査委員の報告が終わりましたので、これから報告についての質

疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 
     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 

 
議長（入澤登喜夫君） 認定第１号から認定第８号までの質疑以降については、後日の本

会議において審議します。 
─────────────────────────────────── 

日程第１７ 報告第２号 財政の健全化判断比率等について 

 
議長（入澤登喜夫君） 日程第１７、報告第２号 財政の健全化判断比率等についてを議

題とします。 
本件について、提出者の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
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村長（千明金造君） はい、村長。 
 報告第２号 財政の健全化判断比率等について、報告をいたします。 
 平成１９年６月に施行された地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づく

報告でございます。 
 まず、健全化判断比率ですが、一般会計の実質赤字比率及び特別会計を含めた連結実質

赤字比率は赤字がなく、したがって比率は算出されませんでした。 
 実質公債費比率は１０．５、将来負担比率は２７．２であります。 
 次に、公営企業会計の資金不足比率でありますが、すべての会計に資金不足はございま

せん。したがいまして、資金不足比率は算出されませんでした。 
 以上のとおり報告いたします。 
 
議長（入澤登喜夫君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑はありませんか。 
     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（入澤登喜夫君） 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
 以上で報告を終わります。 

─────────────────────────────────── 
第１８ 議案第４３号 平成２２年度片品村一般会計補正予算（第２号）について 

第１９ 議案第４４号 平成２２年度片品村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に 

ついて 

第２０ 議案第４５号 平成２２年度片品村老人保健特別会計補正予算（第１号）につい 

て 

第２１ 議案第４６号 平成２２年度片品村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）に 

ついて 

第２２ 議案第４７号 平成２２年度片品村営観光施設事業特別会計補正予算（第２号） 

について 

第２３ 議案第４８号 平成２２年度片品村介護保険特別会計補正予算（第１号）につい 

て 

第２４ 議案第４９号 平成２２年度片品村下水道事業等特別会計補正予算（第１号）に 

ついて 

第２５ 議案第５０号 平成２２年度片品村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

について 

 
議長（入澤登喜夫君） 日程第１８、議案第４３号 平成２２年度片品村一般会計補正予

算（第２号）についてから、日程第２５、議案第５０号 平成２２年度片品村後期高齢者
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医療特別会計補正予算（第１号）についてまでの、以上８件を一括議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
議案第４３号 平成２２年度片品村一般会計補正予算（第２号）について、提案の説明

を申し上げます。 
 既定の予算総額に１億２，６１５万２，０００円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ３

３億４，７６５万６，０００円にお願いするものでございます。 
 歳入の主なものにつきましては、子ども手当国庫負担金の減額、子ども手当県負担金、

繰越金、過疎対策事業債等の増額であります。 
 歳出の主なものは、総務費の土出公民館新築工事、衛生費の予防接種事業、温泉センタ

ー運営管理事業、土木費の道路橋梁事務費、河川公園整備費、消防費の消防ポンプ小屋・

防火水槽新築工事等の増額と、人事異動等に伴う人件費の減額であります。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 議案第４４号 平成２２年度片品村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について、

提案の説明を申し上げます。 
 既定の予算総額に１，９０９万１，０００円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ８億４，

４７３万１，０００円にお願いするものであります。 
 歳入の主なものは、前年度繰越金１，８１２万４，０００円であります。 
 歳出の主なものにつきましては、基金積立金１，０５０万円、療養給付費等負担金償還

金４００万円であります。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 議案第４５号 平成２２年度片品村老人保険特別会計補正予算（第１号）について、提

案の説明を申し上げます。 
既定の予算総額に２，３８０万２，０００円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ２，４

３６万４，０００円にお願いするものであります。 
 歳入につきましては、繰越金の２，３８０万２，０００円であります。 
 歳出につきましては、医療給付費の２，１０８万９，０００円、償還金の２７１万３，

０００円であります。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 議案第４６号 平成２２年度片品村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について、

提案の説明を申し上げます。 
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 既定の予算総額に５５５万円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ ９，０１０万円にお願
いするものであります。 
 歳入につきましては、平成２１年度決算の確定によります繰越金の増額であります。  
 歳出につきましては、総務費で人事異動による職員人件費等の変更、施設費で維持管理

に必要な修繕費、備品購入費等及び老朽管布設替えに伴う設計委託料と工事請負費の増額

であります。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 議案第４７号 平成２２年度片品村営観光施設事業特別会計補正予算（第２号）につい

て、提案の説明を申し上げます。 
 尾瀬ロッジの給湯設備改修工事につきましては、現在、片品設備有限会社により工事が

進められているところですが、ヘリコプターによるボイラー本体等の輸送過程で、当初予

定していた現地での荷下ろし方法では、家屋等に損害を与える可能性もあり、より安全な

方法へ変更するために必要な経費等と一般会計からの補助金をそれぞれ２００万円増額し

て１，０８０万円とするものでございます。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 議案第４８号 平成２２年度片品村介護保険特別会計補正予算（第１号）について、提

案の説明を申し上げます。 
既定の予算総額に６８３万円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ３億６，４６１万８，

０００円にお願いするものであります。 
歳入の主なものにつきましては、支払基金交付金の５７１万３，０００円、繰越金の４

６１万９，０００円であります。 
歳出の主なものにつきましては、基金積立金の６４６万１，０００円であります。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 議案第４９号 平成２２年度片品村下水道事業等特別会計補正予算（第１号）について、

提案の説明を申し上げます。 
 既定の予算総額から８９万６，０００円を減額し、歳入歳出予算をそれぞれ１億３，６

４１万１，０００円にお願いするものであります。 
 歳入につきましては、一般会計繰入金の減額であります。 
 歳出につきましては、総務費で人事異動による職員人件費の減額、施設費で維持管理に

必要な修繕費や手数料の増額等であります。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 議案第５０号 平成２２年度片品村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

て、提案の説明を申し上げます。 
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既定の予算総額に７万５，０００円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ４，６５９万３，

０００円にお願いするものであります。 
 歳入につきましては、繰越金の７万５，０００円であります。 
 歳出につきましては、予備費の７万５，０００円であります。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 
議長（入澤登喜夫君） 議案第４３号から議案第５０号までの質疑以降については、後日

の本会議において審議します。 
─────────────────────────────────── 

議長（入澤登喜夫君） 以上で本日の日程は、全部終了しました。 
本日は、これで散会します。 

 
     午後 零時２９分  散会 
 


